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◎「男女共同参画の意識づくり」を考える 
◎報告 「いわて男女共同参画フェスティバル」 
◎いわて県民情報交流センター 
◎さんかくニュース 
「平成17年度『男女共同参画週間』の標語」 
「平成17年度女性チャレンジ賞決定」 
「釜石市働く婦人の家『わーくわーく講演会』」 
◎インフォメーション 
「平成17年度男女共同参画推進事業」ほか 
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 釜石市では、男女共同参画社会の実現をめざして、「新男女共同参画プランかまいし 21」に基

き、さまざまな施策に取り組んでいますが、さらに効果的に推進するため、釜石市男女共同参画

推進協議会を設置しています。 

7 名の協議会委員の任期が 5月末に満了となることに伴い、5月 26日(木)、協議会を代表して 

3 名の委員が小沢市長を訪れ、任期 2年間の活動を集約した「提言書」が提出されました。 

提言では、男女共同参画の意識づくりが重要であるとし、子どもの時から男女平等の意識を持

てるように、学校などでの男女混合名簿の採用を求めています。 

 男女混合名簿とは、性別による分け方ではなく、アイウエオ順や生年月日順などによって男女

を一緒にした名簿のことです。性別で区別することなく一人ひとりの個性を大切にしようという

視点から考えられた名簿です。 

名簿を変えたからといって、すぐに男女平等になるわけではありませんが、「こうすれば直ち

に男女平等になるよ」という道はありません。一生懸命考えて、気が付いたこと、良いと思われ

ることを実行していくしかありません。 

将来、20年後、30年後、子どもたちが大人になった時、男女共同参画の意識が常識となって 

いるように、みんなで心豊かに暮らしていけるまちをつくりましょう。 

 

〔「提言書」から〕 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
釜石市男女共同参画推進協議会委員（アイウエオ順） 

 市川淳子、岩切久仁、佐々木晴美、澤田龍明、中田義仁、野田摩理子(副会長)、藤原博(会長) 

 

◎「新男女共同参画プランかまいし 21」では、19年度までに小・中学校における男女混合名簿

の採用校を 100％にすることを目標にしています。平成 16 年 6 月調査では、出席簿や入学式

などの名簿を混合にしている小・中学校の割合は 60.9％となっています。 

 男女共同参画社会の実現を目指して 

《はじめに》 

 釜石市男女共同参画推進協議会委員の 2年間の活動の総括として、「新男女共同参画プランか

まいし 21」の効果的な取り組みについて、次のとおり提言いたします。 

 

《提言》 

 男女共同参画の意識づくり 

子供たちが大人になった時、男女共同参画の意識が常識となるような環境をつくる

必要があります。幼い頃から、男も女も１人の人間として尊重されるべきであるとい

う、環境や教育が大切です。混合名簿の採用の目標値を１００％と設定した所以であ

ります。 

   幼稚園・学校などにおいて教育現場における諸事情を考慮し、何らかのかたちで混

合名簿を採用されるよう、強く希望します。 

 

《任期末に当たっての申し送り事項》 

 1, 女性センター（男女共同参画センター）の設置を強く要望します。 

 2, DV 対策の具体的検討（DV 対策委員会を設置し、意見交換しながら具体的対策を検討する

など）。 

 3, 指標一覧について、目標値実現のため、結果を分析し、方策を見直すなど検討する

必要があります。 

 4, 子どもを安心して生み・育て・社会参加もしていけるようなまちづくりを推進する

必要があります。 
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報告 

 

 

期日 平成 17年6月 5日(日) 

会場 岩手県立大学(滝沢村) 

 

6 月は、いわて男女共同参画推進月間です。6月5日に開催された「いわて男女共同参画フェ

スティバル」では、いわて男女共同参画についての報告、リレートークのほか、15 の分科会が

開催されました。また、ひらやま  よりこ  さん  のアルパ（小型ハープ）演奏も行われました。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告「いわて男女共同参画について」 

岩手県青少年・男女共同参画課総括課長 松 岡   博 さん

★ 平成 11年度に策定した「いわて男女共同参画プラン」を見直しました。 

・仕事と家庭が両立できるよう、子育てにやさしい環境づくりを進めます。 

・配偶者からの暴力を許さない社会にするため、DVの周知と被害者の自立を支援します。

★ 岩手県が建設を進めている盛岡駅西口複合施設の正式名称、愛称が決まりました。 

  平成 18年度春開館予定です。施設の中には、男女共同参画センターも整備されます。 

  正称 いわて県民情報交流センター （応募者：横田茂さん 18歳 岩手県盛岡市） 

    『インフォメーションやインターナショナルといった情報を発信する場で県民が交流する

施設になってほしい。』 

  愛称 アイーナ （応募者：藤野英三さん 67歳 岩手県一関市） 

    『誰もがこの建物を見た瞬間「あぁいいな～」素敵だなと感ずる。集い、生き生きと活動

するさまが浮かび上がる。いつでも雰囲気はアイーナと実感ずるでしょう。』 

リレートーク「夢・つむぎ、夢・広げる 共同参画！」 

《発表者》 

千 葉 美 幸 さん（(有)げいび観光センター船頭） 

・ 舟下りの予約受付などの事務をしていましたが、観光客とじかに触れ合える船頭にあこ

がれました。周囲に相談し、励まされて、船頭を目指すことになりました。 

・ 通常の見習期間は 3 ヶ月ですが、5 ヶ月をかけて、先輩たちからいろいろ教わりまし

た。体力では男性に適わないので、テクニックや話術を磨くことを意識しました。 

・ 船下りは100年くらいの歴史があります。今年、2人目の女性船頭が誕生しました。

 佐々木 亮 平 さん（大船渡保健所保健師） 

・ 平成 10 年、県内初の男性保健師となりました。看護師だった両親の影響で、中学 2

年生のとき、保健師になることを決意しました。誰もなっていなかったので。 

・ 性に関する学習会、子育て支援、ユニバーサルデザインの理解促進についての仕事をし

ていますが、「男らしさ」より「自分らしさ」を意識して仕事をしています。 

 佐々木 敦 子 さん（ホテルメトロポリタン盛岡法人営業課長） 

・ 女性の営業マンは少ないです。ホテルメトロポリタンでは初の女性管理職に就いていま

すが、上司や周囲の人々に恵まれたと思っています。 

・ あまり男性、女性を意識することはありませんが、異なる意見は、どちらもしっかり聞

いて公正に判断するよう心掛けています。 

・ 今までは、男性中心に物事が進んできたように感じますが、どちらも中心となるように、

得意なことを生かし、不得意なことを補う気持ちが大切なのではないでしょうか。 
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あ ぁ い い な～  →  ア ァ イ イ ナ ～ →   ア イ ー ナ 
平成 18年度開館に向かって工事が進められている、「いわて県民情報交流センター」の 

概要をご紹介します。 
 

いわて県民情報交流センター 

愛称 ： アイーナ 
 
・ 県民交流・連携の拠点づくり 

・ 県民サービスの拠点づくり 

・ 県民活動の拠点づくり 

を目指している施設です。 
 
 
所 在 地  盛岡市盛岡西通り一丁目 7番 1号（マリオス向い） 

規  模  地下 1階、地上 9階  

開館時期  平成 18 年 4月～5月 

 
施設の機能と構成 
★ 県民生活・サービス拠点機能 
○盛岡運転免許センター ○岩手県パスポートセンター ○けんみん住宅プラザ 
★ 県民交流・活動拠点機能 
○県民活動交流センター 
〔NPO活動振興センター、男女共同参画センター、青少年活動交流センター、 
高齢者活動交流プラザ、子育てサポートセンター、国際交流センター、環境学習交流センター〕 
○アイーナホール ○ギャラリーアイーナ ○県民プラザ ○会議室・研修室 
★ 県民学習拠点機能 
○岩手県立図書館 ○岩手県立視聴覚障害者情報センター ○岩手県立大学アイーナキャンパス 
○環境学習交流センター(再掲) 
★ 県民情報拠点機能 
○岩手県立図書館(再掲) ○岩手県立視聴覚障害者情報センター(再掲) ○県民プラザ(再掲) 
★ 国際交流拠点機能 
○国際交流センター(再掲) 
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○国～ 平成 17 年度「男女共同参画週間」の標語 
 内閣府男女共同参画推進本部では、毎年６月 23 日から 29 日までを「男女共同参画週間」と

定めています。この週間の趣旨を伝える標語が、応募総数１，６６２点の中から選ばれました。 

 標語 『ゆめ育て 人を育てる 共同参画』 （兵庫県 小田慶喜） 

 

○国～ 平成 17 年度女性のチャレンジ賞決定 
 内閣府では、平成16年度から、起業、NPO法人での活動、地域活動等にチャレンジすること

で輝いている女性個人、女性団体・グループ及びそのようなチャレンジを支援する団体・グルー

プを顕彰しています。平成17年度の受賞者、受賞団体は次の方々です。 

 ◎ チャレンジ賞：石原奈津子さん((有)茄子の花代表取締役社長)、 東野真由美さん(パウダ

ーテクノコーポレーション(有)代表取締役社長)、 藤田敏子さん(㈱クック・チャム代表

取締役社長)、 星川光子さん(特定非営利活動法人いぶりたすけ愛理事長) （4個人） 

 ◎ チャレンジ支援賞：㈱アクティブブレインズ、 Venus One （2団体） 

◎ チャレンジ賞特別部門賞：あやおり夢を咲かせる女性の会、 萩の会 （2団体） 

 

★ チャレンジ賞特別部門賞(地域づくり)を受賞した、『あやおり夢を咲かせる女性の会(代表：菊池

ナヨ)』  は、隣市・遠野の道の駅「風の丘」で「夢咲き茶屋」を開業しています。 

 

○市～ 釜石市働く婦人の家「わーくわーく講演会」 
 「戦後 60 年を語る」をテーマに、働く婦人の家主催の「わーくわーく講演会」が、6 月 27

日(月)開催されました。3人の方が、それぞれの戦争の体験から命の重さを語りました。 

 『艦砲射撃の実態』  昆   勇 郎 さん（78 歳 郷土史家） 

・ 艦砲は、雷の何十倍もの音に聞こえました。本当に恐いものでした。 

・ 釜石が、日本本土で最初に艦砲射撃を受けたのです。当時14歳の弟を亡くしました。 

・ 艦砲被災は、これからも語り継いでいかなければならないと思っています。 

 『学童疎開の思い出』 佐 藤 貞 雄 さん（71 歳 元釜石市消防長） 

・ 12人の同級生と遠野に学童疎開をしました。小学校5年生でした。 

・ 8 月 15 日の終戦の日、ラジオから詔勅を聞きましたが、何を言っているのか分かりま

せんでした。先生方は、ぼろぼろ涙を流して泣いていました。 

・ 疎開先から釜石に戻ってみると、市街の家並みが消えていました。艦砲射撃のすさまじ

さに驚きました。 

 『女・懸命に生きて』 千 田 ハ ル さん（81 歳 元同人誌「花貌」主宰） 

・ 釜石製鉄所でタイプの仕事をしていました。東洋平和のための聖戦という大本営発表を

信じて、神風が吹くと思っていました。 

・ 戦後、製鉄所に労働組合を立ち上げ、男女同権を求めて婦人運動にも加わりました。「婦

人は開放されたか」というテーマで国際婦人セミナーを開催しました。 

・ 戦後 5年後、朝鮮戦争が勃発し、言論統制されました。民主主義の浅さを実感しました。 

・ 悲惨な戦争を子どもや孫の世代には、決して味わわせたくありません 

 

★ 戦後日本国憲法に個人の尊重と法の下の平等がうたわれ、男女平等の実現に向け、さまざま

な取り組みが行われてきました。戦後の60年は男女共同参画の歩みでもあります。 
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情情報報・・アアイイデデアア  募募集集中中！！！！  
 市青少年女性室では、れれででぃぃすす・・ねねっっ

ととわわーーくく掲載用の情報・アイデアを随時

募集しています。 
 募集内容は、「こんな団体がある、こん

なすてきな人がいる」といった情報提供、

「こんな特集を組みたい」といったアイ

デアなどです。 
 意見・感想もお待ちしています。 
市総務課青少年女性室 

TEL：22-2111(内線 139) 
FAX：22-2686 
E-mail ↓↓↓ 

Ｓoumu@city.kamaishi.iwate.jp 
(件名に”れでぃす・ねっとわーく宛”  
とご記入ください。) 

ジェンダー・フリー の絵本 
「ぼくが 1ばんつよいんだぞ」 

となりの女の子より強くなりたくて<ぼく

>は修行の旅に出た。 

「ふわふわしっぽとちいさな金のくつ」

21 匹の小兎を育てながら、自分の夢をかな

えるため知恵と元気で働くお母さん兎。 

「おひめさまのけっこん」 
  「私の結婚するのは目のきらきらと輝い

ている人だけなの。」お姫様が見つけた目の

きらきらと輝いている人とは? 

 

“子どもたちの個性を大切に、自分ら

しくのびやかに育ってほしい”という

メッセージがこめられています。 

絵もとても素敵です。 

(釜石市立図書館蔵)

 

 

                                   ひととき。 
 

アルパは、インディアンハープとも言う

そうです。行ったことはありませんが、南

米アンデスを思い出しました。（C.K） 

 すべての人が前向きに明るく感じられる

ような男女共同参画にするためにどうす

べきか考える今日この頃です。(A.K.) 

平成 17 年度 男女共同参画推進事業 

平成 17 年度に予定されている男女共同参画推進事

業について、主なものをご紹介します。 

 

●男女共同参画展 

市内の男女共同参画サポーター（現在4名）の皆さ

んが企画から加わり、男女共同参画に関する資料等の

展示を行います。 

日 程 10月 22日(土)～23日(日) 

場 所 シープラザかまいし 

 

●女性のための困りごと相談 

 日 程 10月 15日(土) 

 場 所 市民文化会館 

 相談員 人権擁護委員ほか 

 いろいろな困りごとの相談をお受けします。 

 遠野人権擁護委員協議会・盛岡地方法務局遠野支

局・釜石市の合同で行います。 

 

●「思春期講演会」 

 中学校において(2 校)、産婦人科医師等による思春

期についての講演会を実施します。 

  

●「男女共同参画まちづくり市民フォーラム」 

 日 程 10月８日(土) 

 場 所 市民文化会館中ホール 

 内 容 講演、パネルディスカッション等 

 まちづくり市民フォーラム実行委員会・北東北地域

連携軸構想推進協議会・釜石市・釜石市教育委員会の

主催で行う予定です。 

  

●「れでぃす・ねっとわーく」発行 
 男女共同参画推進に関する情報の提供、啓発の場と

して、年4回発行します。市のホームページでもご覧

いただけます。 

 ～夢・つむぎ、夢・広げる～ 

男女共同参画ってネ。 

そんなに嫌われるもんじゃないのよ。 

お互いに支え合って生きていこうよ。 

私も、あなたも共に輝いて生きよう!!ってことだよ。

   自分らしくね。笑顔でね。 

 

(男女共同参画サポーター 久保道子さん) 


